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入院中の患者様とご家族の方へ 

 

 

高濃度注射用カリウム製剤の投与による治療（適応外使用）について 

 

 

当院では、注射用カリウム製剤を添付文書に記載されている濃度より高い濃度で投与する

治療を行っています。 

当院ではこの治療について、様々な診療科の医師や専門スタッフで構成される複数の委員

会において、その妥当性と安全性を慎重に検討し承認しています。 

この治療法が必要になった場合、通常は患者さんやご家族の方から事前に同意を頂くので

すが、必要時に速やかに治療できるよう、病院ホームページにて情報公開することで投与を実

施しています。 

この高濃度カリウム注射製剤による治療は、添付文書の記載とは異なる用量のため、万が

一副作用が出た場合、国の「医薬品副作用被害救済制度」の対象外となる可能性がありま

す。 

本件について同意できない場合でも診療において不利益を被ることはありません。また、こ

の内容に関して拒否される場合やご質問がある場合は、下記の問い合わせ先までご連絡くだ

さい。 

 

実施内容 
低カリウム血症に対する、添付文書の記載と異なる用法用量 

（適応外使用）による高濃度注射用カリウム製剤の投与 

対象者 当院で治療を受ける患者で、低カリウム血症を呈した患者 

対象医薬品 
 KCL 注 20mEq キット 20mL 

 アスパラギン酸カリウム注 10mEq キット 10mL 

承認日 2025 年 8 月 12 日 

対象期間 承認後から永続的に使用 

目的・概要 

低カリウム血症に対する治療は、内服でのカリウム補充を行いま

すが、重症の場合や内服困難な場合は注射剤を使用します。 

注射用カリウム製剤は添付文書では薄い濃度（40mEq/L 

以下）で、ゆっくりと（20mEq/時以下）投与し、1 日の総量も

100mEq を超えないよう定められています。 

しかし、重症な場合や水分制限が必要な場合、血清カリウム値

を急いで補正する必要がある場合など、上記の添付文書の記載を

超える濃度（20mEq/120mL）のカリウム注射液を調製して使用

する場合があります。また、1 日の総量も添付文書記載の量を超え

て投与することがあります。ただし、投与速度（20mEq/時以下）は

添付文書どおりの速度に従います。 
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 当院では、中心静脈カテーテルから（透析患者さんは透析回路

から）上記の方法による高濃度注射用カリウム製剤の投与を認め

ています。 

予測される不利益と

対策 

 高濃度注射用カリウム製剤の補充により血清カリウム値が予想

より上昇し、重篤な不整脈や心不全を来す可能性があります。その

ため、投与時は安全に注意しながら以下の事項を遵守します。 

 心電図、血圧モニターを装着し監視すること 

 頻回に血清カリウム値を測定すること 

 必ずポンプを用いて投与速度を調整すること 

異常が認められれば、すぐに減量・中止を検討します。低カリウ

ム状態が改善され次第、高濃度注射用カリウム製剤の使用は終了

し、添付文書に定められた通常の濃度による治療へ移行します。 

 高濃度注射用カリウム製剤の投与は一時的な対応であり、リスク

を伴うため、患者さんの状態をモニタリングしながら慎重に行いま

す。 

費用 この治療による副作用が生じた場合、保険診療になります。 

問い合わせ先 

〒658-0064 神戸市東灘区鴨子ヶ原 1 丁目 5-16 

公益財団法人甲南会 甲南医療センター 

電話番号：078-851-2161㈹ 

担当している医師、看護師、薬剤師にお尋ねください。 

 


